
両崖山251m・行道山441.7m （足利アルプス）（栃木県足利市）　 
山行　報告　≪大宮岳稜会≫　  

日時：令和５年（２０２３年）１１月８日（水）日帰り　晴れ　【個人】　提出者＞岩田 
メンバー：　岩田　　　合計　1名　　　　 
行程：電車⇒⇒⇒⇒⇒⇒8:43足利市 
徒歩　8:48足利市駅出発　標高34m→9:07織姫神社登山口75m→→9:38鏡山160m→→10:25～32両
崖山251ｍ→→11:29～50黒岩山(四等三角点)274.51m→→12:31～41大岩山（剣ヶ峰）
417m→→13:03～13行道山(三等三角点)441.74m→→13:25仏法僧峠411m→→13:37～43寝釈迦
355m→→13:55浄因寺287m→→14:41行道山バス停92m　　　　行動時間５時間５３分 
バス　15:03行道山バス停「あしバスアッシー」⇒⇒15:34足利市駅　電車15:49⇒⇒⇒⇒⇒⇒着 
  
感想：　足利アルプスへ東武足利市駅を出発し、まず織姫神社を目指した。石段を上りまず参
拝。高台にあり朝の日差しが清々しい。親切に地元の人が途中まで道案内してくれた。鏡山を
過ぎ、展望台からは眼下に足利市街や関東平野が一望できた。 
　両崖山山頂には『令和３年２月に発生した山林火災により、３本のタブノキ（天然記念物）
が幹が焼けるなどの大きな被害を受けました・・・やむを得ず伐採しました』と看板あり。痛
ましい山林火災のニュースは記憶に新しい。 
　コースのほぼ中間の黒岩山で昼食後、コース中最大の登りの大岩山に到着。続いて行道山。
山頂展望台から赤城山、石尊山などの展望が良い。あずまやの温度計は23℃で、立冬とは思え
ない。 
　浄因寺は鬱蒼とした山中にあった。歴史を感じさせる雰囲気で、約1200年前に開かれ“関東の
高野山”と呼ばれているとのこと。 
　低山ながらも歩きごたえのある魅力的な足利アルプス。電車バスを含め計画通り行程を終了
でき大満足な山旅だった。 
『立冬や石段１１８織姫へ』『落葉踏みアルプス気分で縦走し』 

 
中橋から渡良瀬川と足利の山並


中央右に両崖山 織姫神社から足利市街を見下ろす



 

行道山より石尊山・赤城山 行道山付近の黄葉

寝釈迦より足利市街方面

浄因寺

行道山バス停のナンテン


